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１．テーマ選定の背景

・労働力人口の減少

生産年齢人口が総人口を上回るペースで減少している。

⇒働き手不足による国全体の生産力・国力の低下。

・より良い人材の確保

やる気を引き出し、持続し続けられる健康で働きやすい職場環境の整備。

⇒社員の定着率が高く、働きやすい会社という信用を得ることで、多様性が

あり、様々なイノベーションの種を持った優秀な人材が集まる。





２．山口県の現状

山口県 16位
総数：15,532人
うち女性：2,678人
女性割合：17.2％

「都道府県別全国女性の参画マップ（平成29年12月内閣府男女共同参画局作成）」より



あなたは 管理職になりたいですか？



女性活躍は本物？
～アンケートから見えたもの～

２企業・２業種にて行ったアンケート調査結果

A企業

業種 ：金融機関

実施期間：平成26年11月18日～平成26年11月28日

対象者 ：３期生メンバー勤務先の女性職員

B企業

業種 ：医療機関の事務職

実施期間：平成30年7月11日～平成30年7月17日

対象者 ：３期生メンバー勤務先の女性事務職員
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A企業 【アンケート対象者】

期 間 ：平成26年11月18日～平成26年11月28日

対象者：279名

回 答 ：260名 （回収率：93％）

20代

60%

30代

22%

40代以上

18%

年齢
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A企業 【管理職について②】

Ｑ.あなたは管理職になりたいですか？

● なぜ管理職になりたくないのですか？ （複数回答あり）
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２０代 ３０代 ４０代

現状のままで満足 責任を負いたくない
出来るか不安 土日出勤がある
休みが取得しづらい ゴルフ等の接待がある
配属地に関しての不安 その他

管理職になりたい 88名（34％）
管理職になりたくない 168名（66％）
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B企業 【アンケート対象者】

期 間 ：平成30年7月11日～平成30年7月17日

対象者：22名 （パート勤務含む。対象者の8割がパート勤務）
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B企業 【管理職について】

Ｑ.あなたは管理職になりたいですか？

条件次第では管理職になりたい 3名
管理職になりたくない 19名

● 条件とは？

・フレックス制などの状況に応じて時間に融通がきく制度がある。
・給与・賞与。 など（複数回答あり）

● どうしたら（どんな環境であれば）管理職になりたいと

思いますか？

・女性の多い職場。
・休みの取得しやすさ、家庭との両立ができる。
・職場内・家庭内でのサポート体制の構築。
など（複数回答あり）



アンケートから見えたもの
◆女性管理職のイメージ ◆

スーパーウーマン!
私生活をギセイに
している？

自分だったら….？

＊有能である
＊重責・多忙・残業過多
＊組織のまとめ役として幅
広い知識が必要

＊上司と部下との板ばさ
みで悩みが多い

＊報われない苦労が多い

＊長時間労働
＊休みが取得しづらい
＊家庭との両立に苦労
している

＊転勤の可能性

＊現状のままでよい
＊自分にはあわない
＊できるか不安
＊割にあわない
＊責任を負いたくない

マイナスイメージ



でも 管理職になって活躍したい…..



女性が管理職になることのメリット
◆ ポジティブなイメージの発信 ◆

個人にとっての
メリット

＊自分で仕事のコントロールが
しやすい。
＊より俯瞰して物事が見られる
ため視野が広がる。

＊部下を育てる、チームで成果
を出すといった達成感がある。

＊女性の着眼点や発想力を活か
せる。

企業等にとっての
メリット

＊意思決定層の多様化
＊管理職全体のモチベーション
の向上
＊社会的評価の向上
＊業績向上が期待できる。

影響力が高まる！成長できる！自分の能力・適性を活かせる！
★意識改革★



３．対応策

情報共有

①女性管理職社内・県内のネットワーク作り

②県内の取り組み（成功）事例の開示

③男女ともに

立ちはだかる壁・悩みはそれぞれだが・・・
女性活躍を後押しするためにまず女性の意識改革から

そのための支援ツールが必要



４．山口県への提案

「Growing M  プロジェクト」



「Growing M プロジェクト」ネーミング由来

Growing・・・・育つ、伸びる、増える

M ・・・・メンター・メンティー

マネージャー



Growing M プロジェクトとは

【双方の悩みを解消する効果的な研修方法】

・集合研修と個別面談のメリットをあわせたもの

・参加者は個別面談により、自己や仕事上の悩みや不安を解消することができ
る。

・管理職としての行動計画を立案、実行することで、自己が目指す管理職に近づ
くことができる。

【新人管理職、管理職候補者】

・社内に相談できる人がいない

・目標にするロールモデルがいない

・初めての女性管理職になる

・管理職としての力を高めたい

【事業所】

・女性管理職を増やしたい

・指導、育成方法に自信がない

・社内にメンターやロールモデルがいない

・管理職として能力を発揮してほしい



Growing M プロジェクト概要

受講者（ﾒﾝ
ﾃｨｰ）募集

1社（2人）
×10社＝20人

導入研修

・マッチング
準備

・スケジュー
ル確認

個別面談

（ﾒﾝﾀｰ＋ﾒﾝ
ﾃｨｰ）

月1回×2～3回

メンター募集

受講者との

マッチング

集合研修

・振り返り

・目標設定

・行動計画の
立案

目標に向かって

・行動計画の実行

・PDCAで改善

5～6月 7月 7～9月 10月
10月～

（自社内にて）



情報共有にHPを活用



他県の取組事例





ネットを活用し見える化

男女共同参画課

Growinng M
のバナーを張
り付ける



５．まとめ

課題として女性の意識改革をあげていますが、

仕事の楽しさ・やりがいを感じ、もっと自信を
持って能力を発揮できることが出来れば、女性の
活躍の場が自ずと広がってくると考えます。
その手段の一つとしてこのプロジェクトが活用

され女性自身の意識が高まることにより、性差や
年齢を超えた意識の改革に繋がっていくことを期待
します。



これからますます輝きます☆


